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論 文 の 要 約 
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博士論文題目： 

Study on Alcoholytic Cleavage of Polyhydroxyalkanoate Chains by Class IV Synthases 

（クラス IVポリヒドロキシアルカン酸重合酵素のアルコーリシス分解能に関する研究） 

 

要約： 

ポリヒドロキシアルカン酸(PHA)は再生可能資源から合成可能であり、生分解性を有することから

石油由来材料に替わる環境調和型材料としての利用が期待される。高分子材料である PHA の物

性はその分子量やモノマー組成に依存しており、これらは PHA の重合反応を触媒する重合酵素

の種類によって大きく異なることが報告されている。したがって PHA の汎用化を目指すにあたり、

重合酵素に関する知見の獲得が重要となる。 

重合酵素はサブユニット構成や基質特異性に応じて 4 つのクラスに分類されており、本研究で

は特にクラス IV に属する重合酵素に着目した。クラス IV 重合酵素は他クラスとは異なり、グラム陽

性細菌由来であることから、これまでにない新しい特性を有する可能性を期待した。 

本研究では詳細な評価のため 2 つのクラス IV 重合酵素(Bacillus cereus YB-4 由来重合酵素

(PhaRCYB4)および B. megaterium 由来重合酵素(PhaRCBm))を用いて評価を行った。その結果、こ

れらの酵素が特定の条件下において低分子量の PHA を合成することを確認した。さらに詳細を調

査したところ本酵素が PHA 重合活性以外にもアルコーリシス活性を有することを明らかにし、反応

機構についても知見を得た。この触媒能は他の重合酵素においては確認されていない新規な活

性である。またこの反応により様々なアルコールをポリマー鎖末端に導入可能であることを確認し、

本触媒能が PHA の物性改善に新たなアプローチを提供する可能性を見出した。 

 


